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中村中の学び 自分事として考えてみること 
                                   校長  大石 光宏 

 

 令和３年度もまもなく終了します。今年度も昨年度に続き、新型コロナウィルス感染症の影響で、

様々な学校の活動に支障が生じ中止や制限をかけての実施となりました。保護者・地域の皆様には、

参観等予定が見通せない状況が重なりご迷惑をおかけいたしました。そのような中、ＳＤＧｓに関わ

る授業や総合的な学習の時間の取組等が今年度も制約のある中、継続して行うことができました。ど

の学年の生徒たちも、様々な事柄を「自分事」として捉えるなかで、「自分の考え」を創るきっかけ

ができたと思っています。 

 ２年生のスキー移動教室は、残念ながら実施きませんでしたが、３年生の修学旅行は２月２３日・

２４日の１泊２日で、奈良・京都へ行ってくることができました。３年生最後の体験学習である修学

旅行ができたのは、本当によかったです。日本の歴史を物語る神社仏閣を見学することはもちろんの

こと、新幹線での移動や宿舎での友人との生活等々全てが生徒たちの脳裏に残ったことだと思います。 

 感染症の罹患者がまだ継続的に多く出ている日本ですが、世界では落ち着きつつあるようです。し

かし、ヨーロッパの東側では地政学的な要因から心配な事態が起こっています。ニュースの映像では、

防空壕に避難している現地の大人や小さい子供の様子が写されていました。何ともやるせない気持ち

が沸き起こります。生徒たちには、学んで欲しくない、大人の愚行です。 

なぜこのようなことが起こってしまうのか。なぜ暴挙を起こすことに至ったのか。日本への影響は

どうなっていくのか。等々、ＳＤＧs を学んだ生徒たちには、自分事として、今世界で起こる事象の

背景を知り、自分なりの考えを持つことができるようになることが、今の中村中生の学びの基本です。

そして、大変難しいことですが、自分にできることはあるかと考えつなげていくことができるとよい

です。この状況をニュース放映以外にＳＮＳが愚行として世界中をめぐり伝え、卑劣な行為として世

論の高まりを支える力となっています。ＳＮＳの効果的な側面でありますが、一方これまでこの紙面

でお伝えしてきたようにＳＮＳのフェイクニュースには注意が必要です。 

だからこそ、自ら考えや判断力を客観的に深め高められることが、これからの時代を生きる生徒た

ちは、一層必要なことと感じています。 

この１年間、本年度も感染症による影響を受けながらの教育活動でありましたが、保護者の皆様・

地域の皆様には、温かいご支援とご協力を頂き感謝申し上げます。ありがとうございました。令和４

年度もどうぞよろしくお願いいたします。      

柏の芽 
◆自律性を伸ばす ◆実践力を身に付ける ◆連帯感を深める 



生徒たちの活躍 
令和３年度 練馬区生徒表彰「珠算において優秀な成績」 
1 年Ｃ組 船谷 瑛杜さん 
 
令和３年度 東京都教育委員会防災標語コンクール優秀賞 
１年Ｄ組 坂巻 薫平さん 「慢心は 捨てて安心 備えよう」 
 
令和３年度 薬物乱用防止ポスター・標語 練馬区地区協議会選考入選作品  

会長賞 
２年Ｂ組 立石 あゆさん 「薬物にハマる その前に」 
 
剣道部 初段合格者７名  級審査２級 ７名  ３級２名合格 

 
修学旅行 
９月から延期となっていた修学旅行も、最後までコロナ感染拡大、まん延防止措置等重点措置・・・と

これまでと違った環境・条件の中で無事に行って帰って来ることができたことに、安堵しています。小雪
舞う中、風情ある古都を訪れ、友達と時間を共有し、寝食ともにできたことは、生徒たちにとってかけが
えのない思い出になったのではないでしょうか。 
コロナ禍が一日も早く終り、誰もが安心して修学旅行を楽しめるようになることを願っています。今回

の修学旅行において、ご理解ご協力を頂き感謝しています。ありがとうございました。                           
 
３学年主任 渡邊 あづさ 

 
コロナ禍で高等学校入学に向けて 

 今年度の進路選択は、昨年度に引き続き感染症対策を徹底して進められました。各高等学校は説明会や
個別相談を予約制で行い、本校で行った上級学校説明会も動画で視聴をしました。入試でも、発熱等が見
られる場合は特別な対応が必要になりました。そのような中、生徒たちは「私はこれから何をしたいのだ
ろうか」と自問しながら、進路を選択してきました。これまでの“当たり前”が通じなくなってきている
昨今ですが、「中学３年生は自らの意思で進路を決める」ということは変わりません。よく考え、努力し、
目標をつかむ一歩手前まで来ていますね。 
 中学校生活は様々な制限の中で過ごしていますが、そういう時代に生きるからこそ考えられたり身につ
けられたりすることがあると思います。新しい時代の中核を担う彼らに、卒業まで寄り添い、未来に向け
てエールを送りたいと思います。 
                                    進路指導主任 三﨑 浩介 
  
部活動について 

 生徒の多くが楽しみとしている部活動ですが、まん延防止措置等重点措置が発令されているため、生徒
の心身の健康を維持するために短時間での活動しかできません。そのような中、「部活はできないですか」
という声をたくさん耳にします。私も早く思い切り活動できる日を願っている昨今です。もう少しの辛抱
と自分には言い聞かせています。まん延防止措置等重点措置が解除になりましたら、活動を通常通りでき
るようにしますので、ご理解とご協力のほどお願い申し上げます。 

生活指導主任 川邉 慎二 
         

今後の主な予定  

３月１日(火)都立一次発表手続 ２日(水)学習発表会前々日準備 ３日(木)学習発表会前日準備 

４日(金)学習発表会(展示の部) ５日(土) 学習発表会展示見学(保護者) 保護者会(全) 

 ７日(月)学習発表会片付け 部長会 ８日(火)避難訓練 ９日(水)都立学力検査二次  

10 日(木)一斉委員会(１、２年生) 14 日(月)全校朝礼 安全指導 15 日(火)都立二次発表    

16 日(水)卒業式予行 17 日(木)卒業式前日準備  

18 日(金)卒業式 21 日(月)春分の日  23 日(水)奉仕活動 25 日(金)修了式 

26 日(土)春季休業日(始) 

４月５日(火)春季休業日(終) ６日(水)始業式 ７日(木)入学式 

 

 ※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、実施方法を変更する場合があります 

※別紙は、今年度の学校評価のまとめです。ご一読ください 


